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表紙写真=的矢湾養蛎研究所佐藤忠努所長

満 88才を迎えられたが、お元気そのものである。カキとアコヤ

ガイの人二仁による早期採苗の研究もすすみ今年はいよいよ量産に諸

手されるとのことであるし、的矢湾のデーターの出版も計画ぢれて

いるなど、いまも毎日毎日、研究に専念されている。



黄色真珠の出現と真珠漁場との関係に

ついて

山 口 一 登 ・ 蓮 尾真澄

(ir、L'r

従来から、前色冥珠の出現は潟、上空?の環境条件による影響がかなり強いといわ

れてきたが、和田(1969)の研究では、黄色翼珠の生成出現は黄色色素を

合成分泌、する性質を遺伝的lこ具えた 1_1'Z制抱が哀珠袋に含まれていたかどうか

によって決定的に規定されると述べている。

そこで、今回真珠漁場と黄色冥珠の出現との関連性を検討するために、ピー

ス貝を貝殻主主:珠層の色によって選択し、それぞれのピースfLからとったピース

をmいて押核手術をした立を漁場別に養成して、 :'=1::成された冥珠の色の出現に

ついて比較検討を行なったので、その結果を述べる。

試験の 方法

安婦l試験は 1970年と 1971年の 2'rfにわたって 2回実施した。試験 lこ使

間したアゴヤガイは、 '70試験は高知県で採苗、1969伝 5月から 1970年5月

まで長崎県波IETで育成した通称 3年上lである。また、 '71試験は愛媛県で採苗、

1970年 5月から 1971年5月まで長崎県鹿町で育成した通称、3年貝である。

ピース貝の選択は、まず、 fiH亥手術の約10日前に貝殻を閉口器で約1.5 cm開

き、外套j児をへラでめくり只j設立野I(層の色を肉眼によって観察して、次の 3群

にう民した。

(1 ) 白色系一一員色の実体色を含んでいないもの。

【2) 淡黄色系一一黄色の実体色を含み、その程度が弱いもの。

(己)濃黄色系一 黄色の実体色を含み、その程度が強いもの。

さらに、選択に慎重を期するために、持核手術時、ピースを切りとる擦に、左

右の貝殺の真珠層の色に著しい追いのないもの、白色系真珠層には黄色部分が

全くないもの、また冥珠層全聞にほとんど色むらのないものといった点に充分

留怠して再確認を行なった。

挿1安手術は問主!三とも 7月lこ行なった。挿入した核は直径約 3.8mm、重量85~

87仰のものである。ピ戸スは 1個体のピース貝の片側の外套膜より15片、両側
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より計30片を切りとり、母貝 1個体に 11閣の核をプクロlこ挿入した。つまり、同

一ピース貝の外套膜より切りとったピースで30個体のほJ:cliこ手術を行なった。

この30個体の乎術貝を無作為に 3等分し、 1試験地点に10個体あて配分し

た。同色系のピース貝を使用しての手術貝は 1地点について300伺体とし

て、 1地点の試験貝総数は 900個体である。

養殖試験地点ば、第1図のように大村湾内に 2地点 (st.A，st.B)と外海に

面した地点に1地点 (st.C)の計3地点を設けた。

の安成は 5段網箆

の1段ごとに同一ピース

貝から切りとったどース

を移殖した千術貝10個体

を入れ、 I箆に50個体を

収容して、筏から海面下

約 2m層lこ垂下した。養

成期間は '70試験は 8月

下句に各試験地点に配分

し、 12月下匂に真珠を採

取するまでの約4カ月間

また '71試験では 7月下

匂に配分、 12月中旬の真

珠採取までの約4.5カ月

間である。

採取した真珠は試験地

点別に、ま?とピース貝の

第 1図 試 験 地 点 貝殻翼珠層色別に分類

し、異常真珠を取り除き、半球以上に真珠層が巻いているものについて、日本

電色工業KK製MMP-I型微少平間曲面光度計で哀珠の最も黄味の強い部分

について色を測定した。

結果

1. ピース貝の貝殻真珠層の色について帰核手術時に肉眼観察によって分類

されたピース貝の貝殻真珠層の色を光度言十で測定した結果は第2図 (C1 E 

色度図)のようになる。

第2図にみられるとおり、白色系の・貝殻真珠層の色はドi色の領域K集中して
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分布しており、淡黄色系は白色

の領域付近から黄色の領域l乙分 田

布する。また濃黄色系のrJ:iめる

位置は淡黄色系よりもさらに黄

色度の強い領域K分布している

このように、 '70~え験、 '71 ~.式

験の 2回とも光度計で測定し

た結果、白色系、淡黄色系およ

び浪黄色系の特徴を CIE色度

図上で群lζ分けることができる

ので、ピース貝の貝殻真珠摺の

色を肉眼によって観察し、分類

する ζ とは一応信頼度が高い

と考えてよい。

2. 真珠の色について

試験地点別に翼珠の色の測定結
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第 3図 (1)各色系の貝殻真珠層をもっピース

貝から切りとったピースを移植して生
成された真珠の色を示すCIE色皮図表
(SιA)o 0、白色系 0・、淡黄

色系。ム、機黄色系
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50 

し1領域に広がっているが、 st.C

においては、 st.Aおよびst.B!こ

比べてさらに黄色度の強い領

域にまでう5・布の範囲が広がって

いる傾向がみられる。つぎに、

法黄色系の貝殻真珠層をもっピ

ース貝から切りとったピースを

移i値してつf成された烹珠の色l士

、CIE色度以1上で白色域から

黄色域にかけてかなり広い範囲

に分布しているが、試験地点に

よって分布の状態に差異カfみら

れ、 st.Cにおいては、 st.Aおよ

びst.B~ζ比べて黄色度の強い領

域にやや片寄った分-干ji以態を示

している。

以上の結果から、白色系の員

殺虫:珠層をもっピース貝から切

りとったピースを移植して生成

された哀珠は、試験地点に関係

なく白色系の莫珠となる。また

黄色系(淡黄色系と浪黄色系を

含めて)の貝殻京珠摺をもっピ

ース貝より切りとったピースを

移植して生成された翼珠は ~Ít色

度の強い翼珠の出現率が高い傾

向がはっきりとうかがえるが、

試験地点によって黄色度の強さ

にある程度の差異が認められ
.50 

る。

考察

ピース貝を貝殻真珠層の色に

よって、ドi色系、淡黄色系およ



それぞれより切りとったピース

を用いて挿核手術を行ない、

環境条件の異なると思われる、

3か所の烹珠1{<猫i魚崎で在殖試

験を実施し、採取された哀殊に

ついて、哀王子、の色の出現と

との関連について比較検討を試

みたのであるが、その結果、白

色系空珠層の貝殻をもっピース

貝より切りとったピースを移

憶して子成された雲寺珠は 3漁場

とも白色系であり、潟、によっ

て出現率{こ差は認められない 0

50 つまり、白色系冥珠の出現は移

品宣したピースを切りとったビ-

St.B '71 ス貝の外套膜の性質によってjjE

定され、養殖環境の条件などの
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第;3図 (2)各色系の貝殻真珠層をもっピース

貝から切りとったピースを移槌して生

成された真珠の色を示すCIE色度図表
(St.B) 0 0、白色系0 ・、淡黄

色系。ム、濃黄色系。
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系の 3種類l三選択し、

sO 

影響を受ける ζ とはないと考え

られる。とれがもし環境条件の

影響を曳けるならば白色系真珠

層の貝設をもっピース貝を使っ

た時合でも漁均によっては黄色

真珠が出現しでもよいはずであ

る。しかるに、木試験において

そのような結果があらわれな

のいは、黄色色素の合成分泌は

ピース貝の外査院外国上皮細胞

に固有の機能であって、 ζれは

遺伝的なものと考えられ、 ζの

機能は養殖環境の条件などによ

って変られるととはないと考え

られる。
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第 3図 (3)各色系の貝殻真珠!習をもっピース
貝から切りとったピースを移植して生
成された真珠の色を示すCIE色度図表
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の巻きよりも良好であった。このようなことから、 3地点、のなかで、とく

には.Cにおいて員色度の強し、真珠の出現率が高い傾向がみられたのも、巻き

の)享さの迎いによる影響や、また薄巻き点珠の!県合lとは色彩測定に際して核の

白色が測定値に反i決してくるため、 st.A、st.Bにおいては黄色度が弱くなって

いることも考えられる。さらに環境条件のIJ;いち証明で生産された忠明;は、実珠

層 lこ光学的な散乱!習が史じて光沢が忠くなっており、まち~摺の単位体積あたり

に含まれる黄色色索のE置が同じであっても、実際の);11色度よりも弱くあらわれ

ることが当然予測される。以上のことなどを考応、すると、潟、切による黄色哀珠

の出現傾向に生じた差異は、環境条件による真珠の物性的差異による可能性が

強く、黄色色素の分泌が環境条件の影響によって変わったとは云えないよ

うである。すなわち、 11'1色 t~珠の出現は!子I色去珠の生成と同様に 15植するピー

スを切りとったピース貝の外五肢の外部上皮細胞の性質によって規定されるも

のであって、黄色色京の合成分泌、の機能が環境条件の影響を直接受けて変わる

ようなことはほんどないものと思われる。

以上のようなことから、武色;真珠の実体色は養嫡111墳によって影響されるこ

とはほとんどなく、主にピース貝を選択することによって、その出現をおさえ

ることが可能であると考えらる。

一 寸 ー



空中露出がアコヤガイにむよぼす影響*

官 内 f散 夫

(;主産開発研究所)

会報に原稿をと依頼され、未整理の資料を引出しとりまとめてみた。

本研究は、高島真珠lζて行なったものであるが、このようなテー?に一首'利

企業がたっぷり時間をかけ取組んだような例はあまり多くない。これは、自民

真珠なればこそなし得た研究で、高島真珠の誇るべき業績のーっといえる。

本研究の機会を与えられた高島吉郎社長、佐々木城氏(研究当時の専務)およ

び研究に御協力いただいた多くの方々に深試の意を乏し、商品真珠業績M-I

として、 ζ とに報告させていただくことにする。

真珠養殖では、員掃除や貝まわし(貝の輸送)などの作業で貝を空気中にさ

らすζ とが多いだけに、その空中露出がアゴヤガイや翼珠にどのような影響を

およlますかということは、冥珠養殖にとっての重要な基磯知識といえる。

とζ ろが、アゴヤガイでは、冬期空中露出したよ民合の見死するまでの日数

(三重県水産試験)と楽死率(小tiP)、小)I 13)) についての較告、翼珠で

は、 5月より10月の間の貝掃除時期と空中露出時間が冥彰!との品質におよlます影

響lころいての報告(太田・清水4))がみられる程度で、乙の方面nこ関する知見

はきわめて貧弱である。

一方、真珠養殖業者の間では、貝掃除などによる空中露出には民lζ適度の京IJ

戟を与え貝の成長や異珠の巻きを促進するという良い影響一一プラスの影響が

あるとする考え方も以前にはあったが、現在では極く少数の例外を除き、空中露

出には貝や莫殊に悪い影響 マイナスの影響をもたらすとする考え方が一般

的である。

と乙ろで、筆者自身も空中露出のマイナスの影響を考えた一人であるが、員

掃除についての一連の研究を行なった際に空中露出のプラスの影響を示すが如

き事例にニ・三接した乙とから、あらためて空中露出がアコヤガイにおよぼす

影響について調べてみた。

* 高島真珠業績 M-I 
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以下に、その結果を幸日告する。

材料と方法

間一養殖経歴のアコヤガイ (4年貝)を用い、佐世保市大塔町・高島主主:殊に

で、 1967年6月一1968年8月に実験を行なった。実験は、毎月 1、3，6、12，24時

間の 5通りで貝を空気中に会らし、その空中露出が貝におよほす影響を貝殻運

動、足糸分j必力、貝殻再生速度(貝殻形成力)にて、 1-2ヶ月間にわたり調

べた。

空中露出は研究室内(日陰)で行なったが、実験実施日とその時の気温およ

び湿度をとりまとめ示すと第1表の通りである。持

第 1古美空中露出中の気温と湿度
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が、本誌Vo18 No. 3・4のFig47，48を参照いただけばおよその値は把握出来る。
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(貝殻運動)水 レγ ガ片に左貝殻を固定したアゴヤガイの右貝

殻の運動をキモグラフに記録させ、空中露出前後の貝殻運動から空中露出が貝

殻運動l乙およぼす影響を調べた。

(足糸分泌力) 1、3、6、12、24時間空中昆出させた 5組と対照 1組

のアコヤガイ各20{G司体を段寵に収容して 21凡層に垂下し、 24時間ごとに分j必さ

れた足糸数を数え、その，変化から空中露出が足糸分泌力におよiます影響を調べ

7こ。

(貝殻再生速度) * 1、 3、6、12、24時間空中露出させた 5組と対

照1組のアゴヤガイ各20僧体を段箆に収容して 2m層で養殖L、1週間ごとに

再生ハサキを採取して貝殻再生速度を求め、その変化から空中露出が貝殻再生

速度におよばす影響を調べた。

結 果

貝殻運動、足糸分泌力およひ、貝殻再生速度についで、空中露出後 1-2ヶ月

間の動向を調べたが、それら総てを取上げるとあまりにも煩雑になるので、こ

こでは、どちらかといえば貝殻運動が短時間・短期間の活力判定指標として適

しているのに対し員殻再生速度は長期間の活力判定指標として適しているとい

う各指標の特徴5)を活かし、空中露出後数日間の動向を貝殻運動で、十数日聞

の動向を足糸分泌力で、 4週間の動向を貝殻再生速度でそれぞれとりまとめ示

す乙とκずる。

(貝殻運動) * * 最も代表的な例として、 6月18 iこ空中露出させた場

合の結果をとりまとめ図示すると、第1図の通りである。

第1図にみられる如く、 1時間と 3時間の露出では、露出後の貝殻運動は露

出前より開殻幅が多少大きく全体の状態も安定しており、露出がプラスに影響ー

したかと考えられる。一方、 61時間と12時間露出では、露出後の貝殻運動に

多少不安定さはみられるが、露出前後の差はさほど大きくない。それに対

し、 24時間露出では、その差は顕著で露出後の貝殻運動の状態は明らか広悪化

しており、露出がマイナスに影響した乙とが考えられる。

乙の第 1図の如き傾向は、時期によって時間のずれはあるが、 4月から12月

の間には、大なり小なり認められるところである。

まず、プラスの影響をもたらす場合を取上げてみると、特に 7月と9月には大

きな影響がみられ、1時間よりも 3時間露出Eさせた場合により大きいプラスの影

本 実験方法の詳細については、本誌Vol.8 No. 3・4を参照されたい。
* * 貝殻運動図の見方などについては、本誌Vol.8 No. 3 4を参照されたい。
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明ウ~川ìryi 吾附何~
67-210 

12時間露出

24日寺問露出

第 1図空中露出前後の貝殻運動(6月) 空 I~:J露出 1967年 6月 1日10時開始

|三二コ li"K問 (6: 00-18 : 00) 

竃語翻夜間 (18:00-6: 00) 



響がみられる。その典型的な例として、 9月6日l乙3時間露出させた場合の貝

設運動を示すと第2図の通りで、図にみられる如く、露出前に比し露出後には

開殻幅も大きく、臼週性も明確で、より安定した運動をしており、空中露出の

相川liJ問露出
September 5 

第 2図 空中露出前後の只お運動 (9月一 3時間)
空Lt&;宮市・ 1967'9三 9月 6日 71時30分…10日寺30分

プラスの影響が、明らかに認められる。

一方、マイナスの影響は、 12時間と24時間露出させた場合にみられた。た

だ、 24時間露出では常に大なり小なりマイナス影響が認められるのに対し、 12

時間露出の1易合には殆どマイナス影響が認められない時期もある。

第3図に、 7月1日に12時間と241時間露出させたよ号合の貝殻運動を示した

が、図にみられる如く、 12時間露出では露間前後の貝殻運動にこれといった差

川柳~12時間露出
..June 30 

州附判F 24時間露出
June 30 

第 3図空中露出前後の貝妓運動(7月 12， 24時間)
空中露出・U:J 1967年 7 月 1 臼?時30分~21時30分

(下) 1967年 7 月 1 日 9 時 30分~2 日?時30分

はなくマイナス影響は認められないが、 24時間露出の場合には、露出後の貝殻

運動は開殻幅が小さく、頻繁に開閉運動し、日週性も不明確となり、空中露出

がアゴヤガイにマイナスの影響をおよほしている乙とは明確である。

12時間の空中露出では 8、9月という時期にかなりのマイナス影響が認めら

れる。その一例を示すと第4図(他の図では省略した空中露出中の貝殻運動も

示した)の通りである。

図にみられる如く、 8月に12時間露出させた場合には、露出後10時間ほどの

買殻運動に顕著な異状が認められる。その後は多少安定したかにみえるが、開

12 ~ 



怖
August 1 

61-244 

空中露出

資'~ 4図空中露出前、露出t:j:JおよびR!11+1:t友の貝殻運動
空中露出・(上)1967年 8月2日10時一一22H寺(l2[};'fr:i])

(下) 1967年 9 月品目 7 時30分~7 日 7 時30分 (2 J時I!\])

州附け附fJ「
68-294 

露悶
吋

F
r
l
 

坤
E 自由294

露間

開…
68-294 

怜吋叫ザμ~
12時間露出

明町内W 24時間露出 伸酬附~
第5図空中議lt~前後の貝殻運動( 1月) 空中滋出:1968年 1月10日10時開始

~ 13 



殻幅は小さく、日過性も認められず、空中露出によりマイナスの影響を受けた

ことは明確である。 一方、 9月に24時間露出させた域合には、露出 2時間後

頃に開殻し、 2時間ほど姐繁lと開閉運動してから順次大きく慌殻して奨死する

という最大のマイナスの影響がみられた。

以上では活路に貝殻を運動させる 4月から12月の問の結果について述べた

が、水温が低下し運動が不活路になる冬の結巣の一例を示すと、第5図の通り

である。

68-315 

M叫ω仇ム恥

空中露出 IJij後 の 只 運 動 (2月 ヨ4[1与!l¥J)
?~~ I 1-1 hl~Ui : 1968年 2月 9[1 911-]-10日9n寺

24時間露出

!:iJ 6図

閲にみられる如く、露出前の貝設運動そのものが開殻幅も小さく、日退'11:も

消えて不活躍であるだけに、露出の影響も不明徳であるが、それでも24時間露

出のマイナス影響はかなり明確で、それば第6[苅の均合にも認められる。

(足糸分泌力) 空中露出後の足糸fBi必カとして、 24C手間ごとにお泌、され

た足糸数の平均値を求め、空中露出しなかった対照群(0時間)の値とともに図

にとりまとめると毎日 7図のjffiりである。

図にみられる如く、この足糸分泌力の川合lこも、貝放運動でみられたプラス

とマイナスの影響が明らかに認められる。すなわち、空中露出させた群の足糸

分泌、力を対照群のそれと比較すると、対照群より{擾れたグループ、対照鮮と大

差ないグループ、対照昨より劣ったグループの三グループ-(こ大別することが出

来て、空中露出のプラスとマイナスの影響が考えられる。

具体的な点は悶にゆずり、ここで大巴にとりまとめてみると、次のような

ことがいえる。

1時間と 3時間の空中露出では、 5、6月と10、11月というアコヤガイ ω活力

があまり日蟻でない時期には影響は少ないが、 7、8、9月という活力旺盛な時

期lこは明確なプラスの影響がみられる。逆に、マイナスの影響は24時間露出の

場合に認められるが、このじ:合にも、明確な影響がみられるのは 7、8、9月で

あり、 5、6月と10、11月という時期の影響は不明徳である。一方、 6時間と 12時

間の露出の場合には、両者の中間的な結果を示しており、時期によってプラス

の影響やマイナスの影響の傾向が認められる乙ともあるが、どちらかといえば

対照鮮と大差ない傾向がみられる。
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3 ~ 1 1 '. 1 1 ~ 1967年
2'1.・..1・..... 1'. 1. ~ 6月

ト-ィ 1Eヨ

~i 1:..' I ....: I I '.. I t 7 月
2 ・

!日

足 ;1 i: 襲死 f8月 空
2日

中
糸 3 ・・・

艶死 9月 露
2日

分 出
~ 1 I I I I I t 10月
2 

4日年
j必

~ 1 I I I I r 11月月
2 

数 1 ・・，'. I '.' ...... 1': ...... I ':・'.・ .... '.・ ・.・・ t 4日白

3 ~ I I I I I ~ 1968年
z i I I I I I ~ 4月

30日

~ ~ I 1. I 1.. I ~ 6月
4日

32.....・---J i μ_  1 '. .' ~ 7月
1 ・ 1.・・・- ~ 9 日

艶死~ 8月
ト 6日

日時間 1開 1 1日i i ら時間 12時間 ~時間
空中露出時間

~Xí7図 ~~Il]露出が足糸分泌力におよ;ます影響

なお、 I酒には12月から 4月の問の結果がないが、これはこの期間には24時間

で足糸を分泌する個体が殆どなく、また、対照4f''fを含め多くの貝が搾死して足

糸分担、力の比較そのものが出来なかったためである。この点、は、後述する貝殻

再生速度の場合も同様であった。

(員穀再生速度) 代表的な貝殻再生速度(貝殻形成力)の結果をとり

まとめ図示すると、1ll'J8図の通りである。

図にみられる如く、貝殻運動と足糸分泌力で認められた空中露出のプラスと

マイナスの影響は、この貝殻再生速度の結果lとも明らかにみられるが、短期間

内の変化をみた前二者の場合とはかなり趣を兵lとしている。

最上段の 4月初日の場合、全般として空中露出がプラスに影響しているかの
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第 B図

ょうであるが、貝殻再生速度が明らかに優れているのは 1時間と 3時間の均合

で、 12時間と24時間の切合には、前半の 2週間は対照群の値より明らかに劣っ

ている。この領向は、 6月4日の結果により明らかにあらわれており、 1、3

時間ではプラスに 12、24時間ではマイナスに影響していることは明確である。

ただ、 4月30日と 6月4日の12、24時間露出の結果を比較してみると、前者で

は、後半の2週間では対照群と大差なく、回復した乙とが考えられるのに対

し、後者の場合 ~C は全週間の貝殻形成力が劣っており、回復のおくれがうかが

7月と 8月でより明確となり、特K1時間と 3時間の露出

ハり

える。

プラスの影響は、



では常に対照鮮を上まわっているが、その傾向は 1時間よりも 3時間露出の場

合の方が強い。 6時間と12時間露出では、 7月の場合、 1週間自の値は対照群よ

り多少低いが、その後は回復し対照群の値を上まわっているのに対し、 8月の

場合は、常に露出:j]fの値が下まわっていてマイナスの影響が明確である。 24時

間露出では、 7月の合に 2週間日以降はかなり回復しているが、 8月の士号合に

は、 1週間以内に総ての貝が楽死するという最大のマイナス影響がみられた。

なお、 9、10、11月の結果については、図では省略したが、 9月の場合は 8

月、 10月は 7月、 11月には 6月とほ Y同じ傾向が認められた。また、 12月から

4月の間は、貝殻再生速度が殆ど Oとなり、対照;{fゃにも尭死する貝があって比

較出来なかった。

ま と め

実珠養殖業者間では、広くー放に、空中露出には民に悪影響をもたらす害作

用があると考えられている。一方、空中露出には、貝に刺戟を与え、貝の成長

や実珠の巻きをよくするという好影響があると信じている業者も緩く一部にあ

り、筆者自身も、貝掃除の効果を検討した研究で、空中露出の好影響を示すが

如き結果に接した。

そこで、この空中露出の影響を明篠にするために、本研究を実施した。

その結果は上述の通りで、 4月から11月の問には、ある時間内では空中露出

がアゴヤガイに好影響を、ある時間以上では悪影響をもたらしている ζ とが明

らかに認められた。

乙のプラスあるいはマイナスの影響をもたらす時間については、時期によっ

て多少の差がみられ、それが露出時期や露出中の気象条件、さらには貝の生理

状態や海の環境条件などによって変動する乙とが考えられるが、筆者がみた条

件下では、 4月から11月の間には、一応 3時間以内の露出の場合には好影響を

もたらすのに対し、 12待間以上の露出では思i影響をもたらすと考えてよかろ

う。(勿論、この3時間以内がプラス、 12時間以上はマイナスということは、

あくまでも第1表の如き条件下の室内における空中露出についていえること

で、野外の場合にそのまま当はめる ζ とが出来ぬことはいうまでもない。)

本研究の結果は、上記の如く簡単にとりまとめられてしまうが、それは、従

来ともすればマイナスの悪影響のみを考えていた空中露出をこの際再検討する

必要があるという重要な問題を提示しているという ζ とを、最後に強調してお

きたし、。
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おわりに

以上述べてきたことについて、多くの養殖業者は、空中露出にはプラスの影

響などないと反論されることと思う。筆者自身、 50%以上という異常事さ死が通

常艶死になってきた養殖場でも、 ζ のプラスの影響がそのまま通用すると考え

ているわけではない。

筆者は、この研究結果と現実との差から、現在の真珠養殖のあり方そのもの

について、この際、じっくり考えなおしてみていただきたいものと願っている

のである。

現在の海と貝は、事珠養殖を不可能にする方向へと急速に進みつつあるよう

に思える。ここらで立止まり、海と貝を本来の姿l乙立返らせる方法を真剣に検

討してみることが、現在の真珠養殖にとっては、何よりも第一に必要なのでは

なかろうか。乙の研究結果が、真珠養殖のあり方について根本的に考えなおす

切掛けとして、役立てば幸いである。
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的矢湾における昭和 49年の異常海況に

ついて

佐 藤 中
，[二〉、 勇

(的矢tZß養~!JJ研究所)

真珠養殖の成立を支配する最大の要悶の一つに環境水条件があり、各地の真

珠養殖場がアコヤガイ tc適した環境氷条件を有する水域l乙形成されていること

は、いまさらいうまでもないところである。と ζ ろが、長い翼珠養殖の経史を振

帰えると、その環境水条件に予期せぬ異常が発生し、ために冥珠養殖が大きな

被害をうけたという例は少なからずあった。

Sakl 

図 1 的矢 j考

i~内の数字は観測地点番号を示す。本文中のオ、温・比重の観測場所はSta.4である

この環境水の異常現象としては、低水誌、高水説、低比重、赤潮、硫化水素の

発生、スミ潮などをあげることが出来るが、この内の低水温と低比重が昨年、

昭和49年l乙的矢湾や英虞湾など三重県の真珠養殖場に出現した。低水温、低

比重という異常現象は、過去にその例も多いが、この昭和49年にみられた低

水温と低比重、 4ミーに低水温の低度は過去に例がみられぬという点において、特

出した異常現象であったといえる。

- 19-



そこで、真珠養殖の歴史のぺ{ジをかざるに値するこの昭和49年の異常海

況を記録にとどめるために、ここにとりまとめ報告する乙とにした。

水温や比重の観測は何処の養殖場においても実施されていることと思うが、

毎日毎日の観測憤あるいは過去のデーターを検討される際には、この報文もあ

わせ参照されん ζ とを、ここにおすすめしておきたい。

的矢湾における平年の水温と比重

的失湾lこ不案内の方もあるかと思うので、まず的欠湾について、そして、そ

の的欠湾における水誼と比重の特徴について、こ ζ で簡単にふれておく乙とに

する。

的矢湾

三重県・志摩半島の中央に位置し、東よりj2liî~こ深く湾入しているリアス式内

湾で、総面積12.7婦、図 1にみられる如く複雑な輪郭を有し、その地形的特徴か

ら奥部、水道部、湾部および各浦部(奥部、水道部、湾奇1Iのところどころに屈曲

湾入せる入江)に区別することが出来る。

月

水 2

J木

m 6 

図 2 Aぐ溢(昭和22年 41年の平均値)の季節変化

最西部の奥部は伊雑浦と呼ばれ、面積2.0knl、水深1.5m前後でアジモの繁

茂区域となっている。的欠の降水量は年間1， 5 0 0 -2， 0 0 0剤師であるが、的

矢湾の受水面積は 14. 5 knlと湾面積の 9倍強K:相当し、その内の 78%が神路

JII、池田川、野川の 3)11 によって、この伊雑i甫lと流入している。放に大雨の際

には、奥部の上層は全く淡水化してしまい、また、水道部の養殖筏を流失させ

るが如き大出水がみられる乙ともある。

水道部は、奥部と湾部を東西iこ結ぶ狭小な区域で、幅約 200m、長さ6灼1、水

深は西部で 6)九東部で 15mにて、生産性ー高くカキ、哀珠の養殖場として利用

されており、生物相は西から東に向って内湾裂から外海型lこ移行する。

湾部は、的矢湾総面積の約半分を占めており、水深 10-2577人生物相は外

← 20… 



i毎型である。

なお、この的矢湾における水の流動をみると、下潮時には、陸水の混合した

奥部の低塩分水が上層を湾奥から湾口lこ向い、広大な湾奇[iで撹伴される。 ζ の

永の一部は湾外に流出するが、残りは次の上潮時l乙外海水に押さlれて水道部の

中、下層に侵入し浅く広い奥部lこでと層の水と混合する。このようにして、的

夫湾の水の循環は潮の干満ごとに行なわれている。

水温

昭和 22年から 41年までの 20年間の水温の観illi]結果(当所では、 StaA

lこで毎日定日朝こ0，0.5，1，2，5，8，7nの6惜の観測を実施している)をとりまとめ

てみると、間 2の通りになる。

年間の最低温度は、表面では 1月下句、 5r九階では 2月にあり、タA 問の最高

温度は、表面では 8月と匂、 5m層では 8月中一下旬にみられる己と、 9月下

匂より 12月に至る秋の水温降下は急傾斜で、時々急降下があらわれているこ

となどを、乙の的欠湾の:水誌の特徴としてあげると4とが出来る。

比重

水温と同様に、 HP，和 22年から 41年までの 20年間の比重の観測結果をと

りまとめてみると、図 3の通りである。

月

2 -
T
U
 2 

4 

水

深

(

m

) 6 

8 

比重(昭和22年一41年の平均値)の季節i変化

図にみられる如く、比重の年間変化は甚しく、春と秋には低比重が、冬と夏

には高比重が現われている。

高比重が現われる冬期 12-2月は、陸水の減少と季節風により上下混合し

やすく上下層の差は玲どなく 24-25、夏WJは、成屠が発達して!二層 20、

下層 23で、上下層の比重差は 3程度である。春と秋の比重は低いが、春 6月

の表情比重の低下は梅雨、秋9月の低下は台風豪雨による大量の陸永の流入に

原因する。

-_ 21-
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昭 和 49年の低水温

当研究所では、的矢湾定点(図 1のSta.4)にて毎日定時観測を長年にわた

り実施しているが、昭和22-46年の25年間の観測結果から、各月のヒ

半期と下半期の平均値

(平均三億)を求め、 4 9 

年の結果と共同図示して

みると、関 4の通りであ

る。

図にみられる如く、

4 9年 1-3月の水iZ!は

平年値を大きく下まわっ

ている。乙の 49年の釘I

き低水温は昭和22 fE以

後には全く伊現しておら

ず、 49託の低水温を未

曽有の低水温と呼んでも

決して誇張ではないと確

U¥来る。(三重県水産

4 9 釘の~虞

湾の7Kilrllについて、それ

を48 i::-.ぷりの異常低温

と報告している)

ところで、この未開有

といえる低水温の原因で

あるが、この 49伍に

は、福島沖までオットセ

イの群れが南下したり、

宮城や岩手の沿岸にてア

ジ、サパ、メパノレ、など

の小魚が柘ついで凍死す

るなどという異常がみら

れ、更に、海上保安庁の

航定機観測で冷水域が例

. 

ハハnh

hpJ 

Om 

1昨1

20 

25 

15 

10 

25 71く

20 
:包
1.llIl. 

2π1 

ムーーーム

1 2 

15 

25 

15 

20 

10 

(
じ
)

一一一平年

一一一昭和49年

図 4

10 11 12 

平年の7Jく混と昭和 49年水温
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hJJJJ 

V
(

トト¥

年よりはるかに南下していることが確認されていることからも、太平洋の海流

異常をその原因の第ーにあげることが出来るが、的矢湾のおー合には、風の影響

も無視出来ない。冬期の的矢湾では、奥部の水の冷却によって湾内は湾外より

低温となり、水道部の入口では

寒波の襲来と共に等温線・等比

重線は垂直となって湾外と湾内

の海水の交流はとだえるが、こ

れに湾内lこ吹込むNWの風がさ

らに加わると、低気i晶による冷

却のみならず、風による海水蒸

発が盛んになり、水温はますま

す低下する。ところで、 49年

には、このNWの強い風が連続

し卓越していて、水温は日 lこ日

lこ降下した。(時述した如く、

冬期には、風と蒸発による上層

水の高比重化によって、上下層

の海水の垂直混合が活発に行な

われる)

25 

20 

15 

比

重

十
白

t

i

t

v

m
 

20 

(
抗
)この 49年の風の異常ぶりに

ついては、阻 5tとみられる冬期

の高比重もそれを裏付けている

わけで、風による蒸発によって

25.5というような乙れまた未

曽有といえる高比重が出現して

一一
戸
1

1

1

げ

2m 

15 

20 

25 いる。

昭和49年の冬は、要する

に、上記の如き未曽有の低水

温・高比重の出現した年であっ

たのである。
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昭和22-46年の 25年間の観測結果から、各月の上半期と下半期の平

均値(平年憶)を求め、49年の結果と共に図示してみると、図 5の通りで

ある。

図にみられるか1く、 49年の 7月一9月の比重は平年値を大きく下まわって

し、る。

この低比重の原因が降雨にある乙とはいうまでもないが、この 49年の降水

量を平年値と共に図示すると図 6の通りで、見方によっては降水量のみで、乙

の低比重を説明出来ぬようにも思えよう。突は、との49fr~乙は、伊勢、津、四

EJ市、桑名など伊勢湾沿岸の各地に未曽有の大豪雨があり、伊勢湾そのものの

比重が低下していたわけで、その伊勢湾の低比重が的矢間近の降下siと共に、的

矢湾の低比重lこ大きく関

係したのである。この的

矢湾7Kと伊勢湾水とのか

かわりあいについては、

伊勢湾に発生した赤潮が

繁殖しつつ海潮流によっ

て移動し、的矢湾や英虞

湾に侵入することからも

うかがえる

低比重昭和 49年の

平年値200 

150 

100 

50 降

水

量

以ヒ、昭和49年に的

失湾lこ出現した異常i4ff:況

から、特 lこ冥珠養殖と関

係の深い冬の低水温と夏

の低比重について、その

要点をとりまとめて示し

fこ。

とζ ろで、このような

異常をただ未曽有の異常

として見過してよいもの

かどうか。昭和22年以

おわりに

昭和49年200 

150 

100 

50 

(

附

)

9月

-24-

8月

平年の降水量と昭和49年の降水量一

7月6月

図6



降の的矢湾における年問。平均水温をみると、 37年頃まではl言語i年と低温年

が5-6年の周期で現われているが、 38年頃以降にはそれが低温狽IJにかたよ

っている。すなわち、最近話題になっている地球寒冷化の傾向が的矢湾の水i誌

にもみられるわけで、これは異常気象が話題になるかぎり具合常海況が出現する

可能性が大ということを指摘しているといえよう。いいカ3えれば、 49fJ三iこ出

現した未曽有の異常ii，.近い将来にまた出現することも充分に考えJられるので

ある。

日々の観測をおとたらず、 i毎の状態lこは常々注意、したいものである。

× × 

観iflijハ主出日ト正確ヲ以テ生命トス

正純ヲキタノレ記録ハ寧ロ記録セザノレニ女11カズ

日日ノ努力モ遂ニハ大ナノレ真主[1ノ発見トナノレモノト知レ

気象海洋異常変化ノ撚合ノ¥観測凹数及所ヲ適宜増加スノレゴト

C:'(J矢詳53を栃研究所観測票より)
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年 度別真珠輸出承認統計表 資料真珠輪山組合

! "，' ~ ，"，，"~' i" ，，~ ，~， ，対前年比
年度|数量(めんも)単他j(事)1金 額(事)I γ 
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編集後記

称貝不足は冬研究機関のお骨折により一段

落してきましたが、最近は、民作業のへい死

問題が全国的lζ広がってきました。

ヂ子烹珠組合で「漁、lらを守る会jを結成され、 1iUの汚染防止にとり

くんでおられます。

全国的立場から抜本対策を検討すべきと考え当会が主社uとなり、

水産庁始め各研究機関の御協力を賜り 4月10日「へい死対策の乙/ジ

ポジコームJを開催します。後日この模様を会報で紹介する乙とに

なろうと思います。

皆様の地区におかれましでも、色々問題があろうかと思いますの

で、へい死の実態とか j どのような対策を取られている等、御意見

があれば御評せ下さい。
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